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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成26年12月11日(2014.12.11)

【公開番号】特開2012-99815(P2012-99815A)
【公開日】平成24年5月24日(2012.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2012-020
【出願番号】特願2011-235937(P2011-235937)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/14     (2010.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/10     (2010.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  33/00    １５０　
   Ｈ０１Ｌ  33/00    １３０　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ２３１　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ４３９　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月24日(2014.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１半導体層、第２半導体層、及び前記第１及び第２半導体層の間に形成される活性層
を含む発光構造物と、
　前記発光構造物の下面に接触する絶縁層と、
　前記発光構造物の下に配置され、前記絶縁層が配置されるパターンが形成された保護層
と、を含み、
　前記パターンは、少なくとも一つの溝を含み、
　前記少なくとも１つの溝の深さは、
　前記保護層の厚さ対比０．３倍～０．７倍である発光素子。
【請求項２】
　第１半導体層、第２半導体層、及び前記第１及び第２半導体層の間に形成される活性層
を含む発光構造物と、
　前記第１半導体層に接触する少なくとも２つ以上の突起が形成された保護層と、
　前記少なくとも２つ以上の突起の間に形成されたパターン内に配置され、前記第１半導
体層に接触する絶縁層と、を含み、
　前記少なくとも２つ以上の突起の高さは、
　前記保護層の厚さ対比０．３倍～０．７倍である発光素子。
【請求項３】
　前記保護層の厚さは、１μｍ～１０μｍである、請求項１または２に記載の発光素子。
【請求項４】
　前記保護層は、チタン（Ｔｉ）、ニッケル（Ｎｉ）、白金（Ｐｔ）、鉛（Ｐｂ）、ロジ
ウム（Ｒｈ）、イリジウム（Ｉｒ）、鉄（Ｆｅ）、モリブデン（Ｍｏ）、バナジウム（Ｖ
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）及びタングステン（Ｗ）のうち少なくとも一つを含む、請求項１～３のいずれか１項に
記載の発光素子。
【請求項５】
　前記パターンは、少なくとも一側面がオープンされたパターンである、請求項１～４の
いずれか１項に記載の発光素子。
【請求項６】
　前記保護層は、前記発光構造物と垂直的に重なり合い、前記発光構造物の一部分に接触
する、請求項１～５のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項７】
　前記パターンの断面形状は、多角形または半円形である、請求項１～６のいずれか１項
に記載の発光素子。
【請求項８】
　前記絶縁層は、ＳｉＯ２、ＳｉＯｘ、ＳｉＯｘＮｙ、Ｓｉ３Ｎ４、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ

ｘ、ＴｉＯ２及びＡｌＮのうち少なくとも一つを含む、請求項１～７のいずれか１項に記
載の発光素子。
【請求項９】
　前記保護層は、
　前記第１半導体層の下に隣接し、前記パターンが形成された第１面と、
　前記第１面と対向し、前記基板上に隣接した第２面と、
を含む、請求項１～８のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項１０】
　前記保護層は、
　第１厚さを有する第１領域と、
　前記第１領域を取り囲み、かつ、前記パターンが形成された第２領域と、
を含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項１１】
　前記第２領域は、前記第１厚さよりも厚い第２厚さを有する、請求項１０に記載の発光
素子。
【請求項１２】
　前記第１領域上に配置され、前記第１半導体層の下面に接触する電極層と、
を含む、請求項１０または１１に記載の発光素子。
【請求項１３】
　前記保護層と前記電極層との間に反射層を含み、
　前記反射層の幅は、前記電極層の幅と同一であるか、または、狭い、請求項１２に記載
の発光素子。
【請求項１４】
　前記反射層は、Ａｇ、Ｎｉ、Ａｌ、Ｒｈ、Ｐｄ、Ｉｒ、Ｒｕ、Ｍｇ、Ｚｎ、Ｐｔ、Ａｕ
及びＨｆのうち少なくとも一つを含む、請求項１３に記載の発光素子。
【請求項１５】
　前記第１半導体層と前記電極層との間に電流閉じ込め層をさらに含み、
　前記電流閉じ込め層は、前記保護層及び前記絶縁層の少なくとも一方と同じ材質からな
る、請求項１２または１３に記載の発光素子。
【請求項１６】
　前記少なくとも２つ以上の突起の少なくとも一方は、前記第１半導体層内に挿入された
、請求項２に記載の発光素子。
【請求項１７】
　第１半導体層、第２半導体層及び前記第１及び第２半導体層の間に形成される活性層を
含む発光構造物と、
　前記第１半導体層の下面の一部分に接触する絶縁層と、
　前記第１半導体層の下に配置され、前記絶縁層と接触しない前記第１半導体層の下面に
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接触する保護層と、
を含む、発光素子。
【請求項１８】
　前記絶縁層及び前記保護層は、交互に配置された、請求項１７に記載の発光素子。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の発光素子を含む照明システム。
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